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かつてのぼくとよく似た
きみたちへ

しげまつきよしさっか

重松清作家

きつおん

吃音の少年を主人公にした「きよしこ』という小説を書いている
ころ

とき、ぼくはずっと、あの頃のぼく自身と対話をつづけていました。

うまくしゃべれなかった。自分の気持ちをまつすぐに伝えられな
こわ

かった。ひとと話したり、本を読んだりするのが、‘怖くてしかたな

かった……。

あの頃のぼくは、ぽつりぽつりと（何度もつつかえながら)、つ

らかった思い出を語ってくれました。

でも、思い出話の最後に、あの頃のぼくは、ちょっとはにかみな

がら、付け加えたのです。
やさ

「うまくしゃべれなかったから……優しさが好きになれたかもしれ

ない」
みらび ごつ

小説家のぼくは、その言葉に導かれるようにして、一冊の本を

仕上げたのでした。
むずか うそ

「優しいひと」になるのはすごく難しいし、すごく嘘っぽい。で

も、「優しさが好きなひと」になるのは、できるかもしれない。言

葉を口にするときにふと立ち止まること－それは、時としてナイ
か

フにもなってしまう言葉の'怖さを噛みしめることでもある。そして
ぎゃく つっこもうふ

逆に、言葉の持つ、悲しみを包み込む毛布のようなやわらかさを
は

味わうことでもある。ぼくはそう信じて、そう願って、ときどき派



で だれ

手につつかえながらも、誰かとつながるためにしゃべりつづけてい

ます。

もしかしたら、ふだん、自分の思うことをうまく伝えられずに、
ごび くや

寂しい思いや‘悔しい思いをしている子もいるかもしれない。

でも、きみたちはひとりぼっちじゃない。

誰かとつながることができる。

つながり合うための言葉を、ひとよりもちょっと長めの助走をと

って、ひとよりも少し不器用に、口にするきみたち－．

ぼくは、きみたちのことが好きです。

きみたちがしゃべる、すべての言葉が好きです。

そして、きみたちが、きみたち自身をもっと好きになってくれれ

ばいいな、と願っています。

ムんのロブ一ノ
しぬっばんしやきんむへしっぴつかつどう

1963年、岡山県生まれ。出版社勤務を経て執筆活動に入る。「ナ
つぼたじょうじしよう やまもとし峰うころうしょ弓

イブjで坪田譲治賞、「エイジjで山本周五郎賞を受賞。
摩おきしょう

2001年､「ビタミンF」で直木賞を受賞。どもる子を藩いた『き
よしこ｣、どもる先生が主人公の「青い烏」のほか、『流星ワゴン」
そつきよう

｢卒業」『その日のまえに」「きみの友だち』など多数。
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はじめに

この本を手にとってくれた君、ありがとう。

君がこの本を手にとって読みはじめてくれたことが、ぼくはとて
さつ

もうれしい。ぼくはこれまで10冊のどもりに関する本を書いている

けれど、この本を書いているうちに、これが、ぼくが一番書きたか

った本なんだと気がついたからだ。

どもりは、「そんなことぐらい気にしないで」とまわりから言わ
たんじゅん

れるほど単純で軽いことじゃない。
なや

どもりは、とても人間らしい悩みで、古くは紀元前のギリシャの

時代から、どもる人の悩みは記録として残っている。また何人もの

小説家が自分のどもりについて書いている。大昔からたくさんの人

がどもりに悩み、どもりを治そうと、努力してきたことも伝わって

いる。

どもりを研究する学問も、100年近い歴史があり、どもりを軽く
しどうりんしようか

したり治そうと指導する臨床家といわれる人が世界中にたくさん

いる。
こま

君がどもることで困り、悩むのは当たり前のことなんだ。ぼくな
どい かつやく

んか21歳まですごく悩んでいたし、世界的に活躍した有名な人で、
かんたん

30歳や50歳まで悩んでいた人がいる。君がひとりで考えるほど簡単

なことではない。
しんこく しんけん

ぼくは深刻に悩んでいたとき、真剣にどもりに向き合ってこなか
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ったo21歳の夏に、初めて同じようにどもる人と出会ってから、勉

強しはじめた。それから40年以上、どもりに取り組み、どもりにつ

いて考え続けてきた。
こく

どもる人の会や研究会を作り、世界大会を初めて京都で開き、国
さいそしき きつおん

際組織を作った。また、子どものためのII乞音親子サマーキャンプ｡は

今年で19年になる。世界のたくさんの人の体験が集まったことで、

どもりとどのようにつきあえばいいか、ぼくなりに整理ができた。
じっさい

だから今、ぼくが40年以上考え、実際に行動して、失敗したこと、

とてもよかったことを、君のようにどもることで困ったり、悩んで

いる人に伝えたかったんだ。

ぼくは今、たくさんの友だちがいて、自分の好きな仕事をし、
じゅうじっ

充実した楽しい人生を送っている。今からみると、なぜあんなに

悩んだのだろうと不思議なくらいだ｡だけど、あんなに悩んだから

今のぼくがあるo悩んだことに意味があったんだ。
しゅんかんかこ

自分の人生はよかったと思えた瞬間に、過去の苦しかったこと

は、オセロゲームの黒がぱたぱたと白に変わるように、大切な意味
けいけん

のある経験に変わる。
<'うぜん

ぼくが幸せに生きられるようになったのは、偶然の人との出会い、

本やできごととの出会いのおかげだ。あのとき、あの出会いがなか

ったら、ぼくはまだ悩んでいたかもしれない。

人や本やできごととの出会いはとても大きな意味をもつ。だから

今、君と出会えたことが、とてもうれしい。
だれ

誰も君の人生を代わりに生きてあげられない。君がどんなにつら

くても、悩みの中から自分の力で自分の人生を見い出していくしか
ちか

ないO君とぼくとは違うけれど、ぼくの経験を伝えることで、少し、



君の役に立てそうな気がする。
ころ ちしき

子どもの頃に、どもりの正しい知識や考え方を教えてくれる人か

いたら、違う学童期、思春期を送れただろうと思う。
じょうずへた に

悩み方に上手下手というのは変だけれど、ぼくは逃げてばかり
そん

いたから、損な悩み方をしてきたと思う。人間は悩みながら生きて

いく。悩んでもいいけれど、悩みが君にとって意味のあるものにな
いつしよ

るために、君とどもりについて一緒に考えたい。

ちょっと違った見方が君に広がればいいなあと思う。
せんぱい

たくさん失敗してきた先輩として、「こんなことには気をつけて

ね」と書きたかった。少しでも参考になればうれしい。
ないよ．］ むずか

君にとって、内容が少し難しいところがあるかもしれない。そ

のときは、家族や先生に手伝ってもらって読み進めてほしい。この

本がきっかけで、君がまわりの人にどもりについて話し、一緒に考

えることができればいいね。
し一Jもん

質問は、吃音親子サマーキャンプ・や電話相談でよく受けることだ。

そのほか、ぼくの仲間の小学校のことばの教室の先生が教室で子ど

もから受ける質問を出してくれた。
ぎもん

君が質問したかったことがあればいいけどね。読んで疑問が出て

きたら、メールでも手紙でも電話でもファクスでもいいから質問し

てほしい。

この本の後ろに、ぼくの住所や電話番号、メールアドレスを書い
れんらく

ておくから、困ったときはいつでも連絡してほしい。

ちょっと先を歩いてきたどもる人間として、一緒に考えたい。ぼ

くはいつも君の味方だから。決してひとりで悩まないでね。
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どもる君へいま伝えたいこと●もくじ

に しげまつきよし

かつてのぼくとよく似たきみたちへ……重松清

更はじめにU

●

●Z

｢わたし」と言おうとするのに、「わわわわわたし」となっ

たり、最近「・・・・わ」となって、ことばが出てこなか

ったりするんです。これって何ですか。

わたし

私のようなしゃべり方をする人は、クラスで私しかいませ

ん。私だけですか。

コラムやっぱサマキャンの力はすごい18

●

●

●

わたし

私は友だちと話しているときはあまりどもらないのに、本

読みや発表だと声が出てこなくて、読み終わるのにすごく

時間がかかります。みんなそうですか。

わたし ふ

私は話すとき、手を振ると声が出るので、手を振りながら

話します｡みんなが変だ変だと言います。これは､何ですか。

どもりを治す方法に、どんなものがありますか。
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いとう

伊藤さんはどんな言語訓練をしてきたのですか。その方法

は役に立ちましたか。

わたし

私はずっと、大きくなったら治ると言われてきて、治った

人の話も聞きました。私のどもりは治りますか。

どもりは自然に変わるというのはどういうことですか。

どもりは氷山のようなものとは、どういうことですか。

わたし

私には友だちがいません。友だちがほしいのですが、どう

したら友だちができますか。

友だちが「なんで、こんな話し方なの。日本語しゃべって

よ」とか言ってきます。どう説明したらいいですか。

』--'おん

コラムぼくは、吃音です 51

し28

惨51

修34

し37

し41
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q

わ たしいや

私がどもると、よく笑う人がいます。とても嫌なので、や

めてほしいんですが、どうしたらいいですか。

おおさか "、ん

どもりカルタ大阪スタタリングプロジェクト編 5〔

コラムなおしたいという気持ちから67

●

0

ことばの教室はどんなところですか《

つ

このままどもりが治らなかったら、どんな仕事に就けます

か。就いたらいいですか。

君が幸せに生きるために74

日本語でどもる人の、ことばのレッスン84

特別鵠自分の話し方を見つけるために……符職信85

おわりに92
きょうし

どもる人、親や教師が読んで役立つオ

惨56

し61

惨64

仁66

し69

し71
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おわ⑥に

ぼくはこの本を、小学4年生から、中学生を頭において書いたが、
むずか

少し難しかったかもしれない。だから、君が高校生になっても、

大学生や社会人になっても、十分に役に立つと思う。
わたLいっしょ

この本を読んで「そうだ、私も一緒だ」と思うことも、「う－ん。
ちか

ちょっと違うな」と思うところもあるかもしれない。難しいときも、
ぎもん

疑問に思ったときも、家族や先生と一緒に読んだり、話し合ったり

してもらえればいいなあと思う。

この本を読んでくださるご家族や先生にもお願いしたい。
けいけん

この本に、あたりさわりのないことは書かなかった。ぼくが経験
おおぜい ほんね

して、大勢の子どもと出会って、考えたことを、本音のままに害い
なつとく

た。納得できないところもあるだろう。そのときは、「このように

考えている人もいる。あなたはどう考える？」と私の本を材料に話

し合っていただければうれしい。どもりほど、考え方が違い、取り

組み方が違うものもめずらしいからだ。
きつおんりんしよう

アメリカの言語病理学を中心に、世界の'1乞音臨床は「どもりを
かいぜん いぜん

治す、改善する」に依然としてこだわっている。それに対して、

｢どもりが治る・治すとは何か？」「どもりを改善することに中心を
しえん

おいた子どもの支援で、本当に子どもは幸せに生きられるのか？」

と疑問をもつ臨床家もいる。

ぼくは、ことばの教室を長年経験している人たちと、「治すこと

92



にこだわらない、どもる子どもへの支援プロジェクト」を作り、ど
さぐ

もる子どもへの支援のあり方を探っている。
しつもん

この仲間が質問を出し、ぼくが書いたものを東京で13人が集まつ
けんとう たんとう

て合宿して検討した。「私の担当している子はね」と、どもる子ど

も、どもりのことを話し合うのが大好きな人たちとした、明け方ま

での話し合いは、楽しい時間だったo1か月後、書き直したものを、

合宿でまた話し合い、また書き直した。
きこうたけうらとしはる

特別寄稿の竹内敏晴さんに20年近く前に出会った。ことばについ

ての考え方に共感し、多くのことを教えていただいた。竹内さんは、
げき えんし砂つしどう

吃音親子サマーキャンプの劇の台本をつくり、演出指導をし、キ
さご

ヤンプの活動をずっと支えてくださっている。
しょうかい

アメリカから紹介される言語訓練は、英語の発音のもので、そ

のまま、ぼくたちが使えるだろうかと疑問をもっていた。日本語で

どもるぼくたちには、日本語のことばのレッスンがあるはずだとぼ
にらじ上う

ぐは考えている。そこで、日常生活で、日本語を話すときに心が

けることを竹内さんに書いていただいた。
しげまつきよし げんこう すいせん

作家の重松清さんが、原稿を読んで、この本へのうれしい推薦

文と、どもる子どもへのメッセージを書いてくださった。
らよくせつ

このように、この本に直接かかわり、支援、協力してくださっ

た方々に心からお礼を申し上げます。

長年、一緒に活動する、どもる人のセルフヘルフ｡グループ、NP
おおさか

○法人大阪スタタリングプロジェクトの仲間たちo18年間、吃音親
ほごしやて

子サマーキャンプに参加した大勢のどもる子どもとその保護者。手
べんとう きょうし

弁当で全国から集まり、キャンプを支えることばの教室の教師や、
ちようかくし

言語聴覚士などの大勢のスタッフ。この本は、この出会いがなけ

,‘団



れば書くことができなかったものだ。
せいしん

吃音研究、臨床心理学、カウンセリング、精神医学、学校心理学、
せんもんか えいがかんとく

文化人類学の専門家。詩人、作家、映画監督、劇作家、演出家、落

語家、笑いの芸人、さまざまな分野の第一人者が、ぼくたちの活動
こうえんかいこうし

に共感し、ワークショッフ°や講演会に講師として来てくださった。

さまざまな分野から、たくさんのことを学んだことが、ぼくたちの

｢吃音と共に生きる」を支えてくださっている。
しどう かんしや

これまでの大勢の方々のご指導に、あらためて深く感謝します。
し‘ルっばんいざ りかい せいやく

最後に、この本の出版の意義を深く理解し、多くの制約の中で、
かいほう

出版してくださる解放出版社、ねばるぼくにつきあい、読みやすい
へんしぃうぷおのえとしひで

本にしてくださった、編集部の尾上年秀さんに感謝します。
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くさやま
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くすのきまさよ

楠雅代東京都日野市立日野第三小学校
くわたしょうご
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ささきかずこ

佐々木和子島根県立浜田ろう学校
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鈴木進也東京都日野市立日野第二小学校
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